
学校再編・小中一貫教育だより

皆様から応募していただいた校名案をもとに、検討を進めてきました。

応募のあった８８案の中から、「校名に込めた思い」などを参考にしながら、学校運営部会で検

討をしました。２７案→２３案→１６案→９案と段階的に絞り込んでいき、４案まで絞り込んだ時

点で意見を出し合い、最終的に開校準備委員会に報告する第一・第二候補を決定しました。

開校準備委員会では、学校運営部会で出た意見を踏まえ、２つの候補を検討した結果、１案まで

絞りました。

校名について

≪2案≫ 第一候補：見沼さくら小中学校

第二候補：見沼小中学校

≪４案≫ 上記2案に加えて

●見沼武蔵 ●見沼未来

≪27案≫ 上記４案に加えて
●開成 ●北行田 ●行田第一 ●聖武館 ●新見沼 ●利根

●利根学園 ●利根川 ●ひかり ●北斗 ●北斗見沼 ●北部

●北陽台 ●三里 ●皆実 ●見沼学園 ●見沼栄 ●見沼聖徳

●見沼城北 ●見沼のぞみ ●見沼令和 ●夢見 ●令和見沼

検討経過

～この後は？～

教育委員会の会議や総合教育会議へ報告します。また、行田市公立学校設置条例改正案として行

田市議会へ提出し、議決により新たな校名が決定します。

（学校運営部会：６月１０日実施 ＠やすらぎの里 第３研修室）

（開校準備委員会 ：６月２７日実施 ＠見沼中学校 図書室）

※88案は令和2年6月
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学校運営部会の委員から出た意見

見沼さくら≪最終候補≫

・新しい学校としてスタートする感じになる。 ・小さい子供でも親しみやすい。

・きれいな花、地域や学校のシンボルである。 ・言葉がきれいな所が良い。

・３つの小学校と見沼中学校が新しい学校を作るというコンセプトから見沼に言葉を追

加したものが良い。

・歴史や伝統が感じられ、変化も感じられる。

・「桜」の字はひらがなの方が柔らかい、優しい感じがする。

見沼≪学校運営部会第二候補≫

・見沼中学校区の義務教育学校なのでわかりやすい。

・長年積み重ねてきた校名が続くのが良い。

・見沼を残してほしいという卒業生の声がある。

▶校名の後半部分に対する意見◀

小中学校≪最終候補≫：名は体を表すことから、小学生と中学生が通うのは小中学校が良い。

義務教育学校：堅苦しい。子どもにとっては教育を受けるのは権利であり、違和感がある。

学園：私立のイメージがある。

ジャージ、半袖体操着、クォーターパンツを決定するまでの流れを協議した結果、次の方針で

進めていくことになりました。

・保護者投票を実施し、ジャージ、半袖体操着、クォーターパンツを決定する。

※保護者投票の時期は、ジャージが１１月～１２月、半袖体操着・クォーターパンツはその

後に実施予定です。

体育着等について

田市議会へ提出し、議決により新たな校名が決定します。

スクールバスの協議と並行し、通学路の原案を作成するため、現在、新しい学校の周辺に位置

する荒木小学校の各地区ＰＴＡの役員に依頼し、通学路のたたき台と危険個所を提出いただき、

協議を行っています。

（６月１６日実施 ＠やすらぎの里 第３研修室）ＰＴＡ部会

（６月１７日実施 ＠やすらぎの里 第３研修室）通学部会


